


















被災された方を支える災害ボランティアセンター ～災害等準備金～

10 11

　共同募金会では、災害時に被災地でのボランティア

活動を支援するために、赤い羽根共同募金の３％を

「災害等準備金」として積み立てています。

　東日本大震災では、東北被災３県を中心に100か所

以上の災害ボランティアセンター（以下、「災害VC」

という。）（＊1）が立ち上がり、共同募金会では「災害等

準備金」により約100か所の災害VCに対して、活動

資金として総額6億8千万円（＊2）の助成を行ってきま

した。共同募金会では、今後も災害VCへの助成を

継続し、息の長い被災者支援を続けていきます。
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釜石市災害VCの外観

ボランティア活動前の打ち合わせの様子

避難先の子どもたちへのボランティア活動

www.akaihane.or.jp/er/junbikin.html

釜石市災害VC（岩手県釜石市）
　津波が防波堤を乗り越えて間もなく、大きな音とともに市社協の事務所玄関に黒い
水が流れ込み、1分もかからずに1階の天井付近に達しました。
　災害発生から3日後、市社協が中心となって市役所の一室を借りて災害VCを立ち
上げましたが、数多くのボランティアを受け入れるには手狭だったため、別途プレハブを設置
しました。釜石市災害VCには、「災害等準備金」からこれまでに900万円が助成され、
プレハブの賃貸費、車両リース料、ボランティア活動用品費などに充てられています。

松島町災害VC（宮城県松島町）
　3月15日、電気も水もない中、災害VCが町施設の一角を借りて設置されました。
コピー機やパソコンなどの事務機器、ボランティアが活動場所に向かうための車両
など、すべてを一から揃えなければならず、これらの費用として「災害等準備金」593
万円が助成されました。
　担当者は、「災害VCは、運営費等の資金面で常に不安定な状況にありますが、いち
早く共同募金会からの助成があり、寄付者の皆さまの温かな思いを考えると、スタッフ
皆が勇気づけられました。」と話しています。

田村市災害VC（福島県田村市）
　田村市では、最も多い時で9千人弱の原発事故等による避難者を受け入れました。
　避難者の不安が募る中、市社協に災害VCが設置され、ボランティアの派遣、避難者
の支援、物資の提供などのため、「災害等準備金」から150万円の助成が行われました。
災害VCのスタッフの方々は、警戒区域から避難してきている住民の方々の「いつ帰れ
るかわからないけれど、ボランティアのみなさんに支えられて、こうして元気でいられる。
助かるよ。」という声を励みに活動しています。

災害VCの機能
●連絡調整：被災状況の把握と行政や関係機関などとの連絡調整、さまざまな支援活動・支援への資源などの調整　●広報：被災された方への支援活動やセンターの存在の
告知、ボランティア募集、マスコミ対応、活動状況の記録・発信　●被災された方のニーズへの対応：ニーズの受付・相談、潜在ニーズの発掘、ボランティアの活動調整、専門
機関へのつなぎ　●ボランティアのマネジメント：円滑なボランティア活動への配慮、ボランティアの安全・健康管理
※発災後、被災地に災害VCが設置される動きが定着化しています。災害VCの多くは、社会福祉協議会（以下、「社協」という。）やNPOなど民間の活動団体等が主体になって
運営されています。

平成24（2012）年1月31日現在
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支える人を支える募金　～災害ボランティア・NPO活動サポート募金～

14 15

　大震災発生直後の3月15日、東日本大震災の被災

地等で活動するボランティアグループやNPOの活動

を支援するため、赤い羽根「災害ボランティア・NPO

活動サポート募金（以下、ボラサポ）」を創設しました。

　平成24（2012）年1月までにお寄せいただいたご寄付

は31億円を超え、5月から5回にわたってのべ1,247団体

に約15億6千万円を助成してきました。

　寄付者の皆さまからお預かりした貴重な財源とその

思いを活動する団体につなぎ、団体の活動を柔軟に

支援することを通じて、被災された方 を々支えていきます。

ボラサポの助成概要

多くの団体にとって使いやすいしくみとなるよう、柔軟な対応を心がけています。

短期活動 中長期活動

活動日数

上限金額

対象の団体

対象の活動

活動の種類

対象の経費

特長

30日未満

50万円以内

30日以上

300万円以内

5人以上の非営利団体、グループ

終了した活動 終了した活動・今後の活動

被災地のニーズの変化に合わせた“2ヵ月に1度”の助成サイクル（平成24年3月
から3ヶ月に1度）／昨日立ち上げたばかりの団体でも応募できる条件の広さなど

物品費、通信費、交通費、印刷費、専門的なコーディネイトを行う人材の
人件費など

炊き出し、がれき撤去、サロン活動、子どもの学習支援、コミュニティFM
による情報提供、ボランティアバスの運行など
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www.facebook.com/borasapo/
ボラサポ公式Facebookページへアクセス ステップアップ 一定の条件を満たした団体は、1回に1千万円まで応募可能

※詳しくは応募要項にて耳より情報 毎日更新

※FacebookおよびFacebookロゴはFacebook, inc.の商標または登録商標です。

※当初の予定から2年間延長し、平成27（2015）年3月まで助成を行います。
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海外からの支援

22 23

　東日本大震災の被災者支援には、海外からも

多くの善意が寄せられました。

　中央共同募金会には、韓国、台湾、アメリカを

はじめとした各国から総額10億円を超える寄付が

届き、災害義援金、災害ボランティア・NPO活動

サポート募金、そして長期的な復興支援のための

活動資金として、被災地で役立てています。

　平成23年の年末には、韓国

共同募金会、台湾共同募金会

からの寄付金により、仮設住宅等

での避難生活を余儀なくされて

いる要援助者に、お餅や年越し

そばなどを配布する支援活動

を実施しました。

韓国共同募金会
（Community Chest of Korea）

台湾共同募金会
（United Way of Taiwan）

ユナイテッドウェイ・
ワールドワイド
（United Way Worldwide）

名　称 社会福祉法人中央共同募金会
  Central Community Chest of Japan
所在地 〒１００－００１３
  東京都千代田区霞が関３－３－２　新霞が関ビル５階
  Tel 03-3581-3846　Fax 03-3581-5755　Mail info@c.akaihane.or.jp
役　員 会　長　　斎藤十朗
  副会長　　小林和弘　田中 正　乾 繁夫
  常務理事　中島謙次
主な事業 共同募金の推進・普及、共同募金の広報、企業等の社会貢献活動との連携、
  ボランティア活動の推進、社会福祉の推進、各種助成事業への協力、
  NHK歳末たけすあい、災害救援、災害ボランティア活動支援プロジェクト会議 事務局
ホームページ　www.akaihane.or . jp
発　行 平成24（2012）年2月

社会福祉法人中央共同募金会は、全国47都道府県共同募金会の連合体で、

赤い羽根をシンボルとする共同募金運動の全国的な企画、啓発宣伝、調査研究、

都道府県共同募金会の支援等を行っています。

また、全国的視野により活用される寄付金や、2以上の都道府県で活用される寄付金の受入れ

および調整や、民間助成資金･公益信託などの取扱いを通して、

民間福祉事業の推進に大きな役割を果たしています。

社会福祉法人 中央共同募金会
赤い羽根共同募金

〈主な寄付団体〉

この冊子は、韓国共同募金会の
寄付金により製作しました。
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